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第
75
号
議
案・令
和
２
年
度
白
石
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

か
ら
第
79
号
議
案
・
令
和
２
年
度
白
石
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）の
計
５
議
案
に
つ
い
て
、定
例
会
３
日
目（
９
月
８
日
）の

本
会
議
に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

す
る
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
委
員
会（
委
員
長
・
保
科
善
一
郎
、副
委
員
長
・
角
張
一
郎
）は
、９

月
９
日
に
現
地
を
調
査
し
、９
月
11
日
に
審
査
を
行
い
、す
べ
て
の
議

案
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

審
査
の
中
で
議
論
さ
れ
た
主
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

〔
質
疑
〕ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
Ｚ
Ｅ

Ｂ
化
推
進
改
修
事
業
の
中
の
太
陽

光
発
電
設
備
設
置
に
つ
い
て
、キ
ュ

ー
ブ
で
消
費
す
る
電
力
を
、不
足

の
な
い
よ
う
常
に
供
給
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕キ
ュ
ー
ブ
全
体
の
通
常
の
電

気
利
用
は
300
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
あ
る

が
、太
陽
光
で
発
電
で
き
る
エ
ネ
ル

総
　
務
　
費

〔
質
疑
〕オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
妊
産

婦
等
相
談
環
境
構
築
業
務
委
託

料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、妊
婦

以
外
に
ど
う
い
っ
た
方
々
の
相
談

を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、ま
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

落
ち
着
い
た
後
も
継
続
し
て
い
く

の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕現
在
の
と
こ
ろ
想
定
し
て

い
る
の
は
、妊
婦
、出
産
し
た
ば
か

り
の
産
婦
、就
学
前
の
お
子
さ
ん

な
ど
、常
に
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
て
い
る
方
、ま
た
、総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
も
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を

整
備
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、家

庭
児
童
相
談
員
が
相
談
な
ど
に

応
じ
て
い
る
要
支
援
家
庭
の
親
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
相
談
は
、

将
来
的
に
は
保
健
師
を
交
え
た

上
で
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
作
り
、子

育
て
に
関
す
る
思
い
や
苦
労
を
共

に
す
る
親
同
士
が
話
し
合
え
る
場

と
し
て
の
実
施
な
ど
も
想
定
し
て

お
り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
落
ち
着
い
た
後
も
引
き
続
き

継
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

衛
　
生
　
費

ギ
ー
は
40
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、キ
ュ
ー
ブ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
を
全
部
賄
う
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、災
害
時
に
停

電
が
発
生
し
た
場
合
に
、太
陽
光
で

蓄
電
し
た
電
気
を
避
難
所
の
運
営

に
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、平
常
時
は
キ
ュ
ー
ブ
の
電

力
の
一
部
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で

省
エ
ネ
化
と
経
費
の
削
減
を
図
り
、

有
事
の
際
に
は
自
動
的
に
切
り
替

わ
り
、ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
避
難
所
用

電
源
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

◎
令
和
２
年
度
白
石
市
一
般
会
計

　
補
正
予
算（
第
５
号
）

〔
質
疑
〕重
油
削
減
を
考
え
た
と
き
、

最
も
有
効
な
必
要
性
を
感
じ
る
の

が
、ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
の
温
水
プ

ー
ル
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、キ

ュ
ー
ブ
の
よ
う
に
検
討
は
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕国
の
補
助
金
の
要
件
と
し

て
、重
油
な
ど
の
消
費
量
が
基
準
１

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
か
ら
50
％

以
上
削
減
す
る
こ
と
、ま
た
防
災
拠

点
の
施
設
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　

ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
の
場
合
、削
減

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
要
件
と
な

る
数
値
を
満
た
す
に
は
、給
湯
に
係

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
大
き
く
、

既
存
の
ボ
イ
ラ
ー
熱
量
を
電
気
式

の
給
湯
器
に
改
修
す
る
と
な
る
と
、

数
十
台
か
ら
100
台
程
度
が
必
要
と

見
込
ま
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
は
機
器
の
費
用
の
み
で

な
く
、電
気
設
備
の
大
規
模
な
改
修
、

設
置
場
所
、電
気
料
金
、保
守
費
用

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
現
在
の
２

倍
か
ら
３
倍
に
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、現
実
的
に
難
し
い
と

の
検
討
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

〔
質
疑
〕南
町
二
丁
目
地
内
の
汚

水
管
移
設
工
事
と
し
て
、工
事
請

負
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、何

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
工
事
に
な
る

の
か
伺
う
。

〔
答
弁
〕こ
の
工
事
は
、下
水
道
本

管
の
一
部
が
民
有
地
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、支
障
と
な

る
区
間
の
本
管
を
移
設
す
る
も
の

で
、移
設
延
長
は
全
体
で
37
メ
ー

ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

◎
令
和
２
年
度
白
石
市
下
水
道
事

　
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

予算審査特別委員会の現地調査（ホワイトキュ－ブ）


